
区分 テーマ 地域課題の概要

⑦地域におけるにぎ
わいの創出

自治組織の持続的運営
・役員の高齢化・担い手不足や、地域活動への参加者
の減少が課題となっており、自治組織の継続的な活動
が困難となっている。

市町名

広島市

竹原市

三次市

大竹市

東広島市

安芸高田市

江田島市

府中町

海田町

町内会の担い手不足という課題に対し、役員の負担軽減、新たな担い手の確保、活性化などへの取り組みを
検討していただきたい。

役員の高齢化・担い手不足、自治会加入率の低下等が課題となり、活動の継続が困難となる自治会が増えて
いる。
自治会活動について若い世代が参加しやすい取組、自治会運営についてＩＣＴを活用した取組等、持続可能
な自治会とするための方策を提案していただきたい。

実家の管理等で二拠点生活を送る人を巻き込むことで、自治組織の持続的な運営が可能となる取組を検討し
ていただきたい。

自治会が市などから依頼を受けている業務等で負担が大きいと感じている課題の中で、清掃活動、市広報配
布業務、各種募金等の集金業務が挙げられる。これらの負担を極力軽くするための方策について、検討して
いただきたい。
また、自治会員の減少や役員のなり手不足等に対して、各自治会では様々な対策が取られているが、課題解
決に向けた取組について、大学生・高校生ならではのアイデアをご教示いただきたい。

自治組織の運営者の高齢化に対し、自治組織への住民の積極的参加を促し、運営者の世代交代・後身育成を
促進する方法について検討していただきたい。

コロナ禍で一旦休止していた地域の行事を復活させる体力がなくなっており、継続的な運営が困難になって
いる。
伝統行事の伝承や保存・自治組織の運営について、人間の手に頼らないデジタルやAIを活用した取組を提案
していただきたい。

行政主体でなく、各地域が主体的に地域の課題解決や活性化に取り組むよう、意識醸成、地域活動への関心
度の醸成（特に若い世代）や情報発信などについて、アイデアやアプローチ方法などを検討していただきた
い。

広島広域都市圏地域貢献人材育成支援事業

＜圏域内の市町が抱える地域課題や大学・高校等に期待する取組＞

大学・高校等に期待する取組

役員の高齢化・担い手不足、町内会等の加入率の低下や地域活動への参加者の減少が課題となっており、自
治組織の継続的な活動が困難となっている。
担い手育成や、若い世代をはじめとした地域住民の参加促進、団体間連携、ICT活用等、多方面から持続可能
な自治組織とするための方策を検討していただきたい。
また、学生の意見を取り入れた「若者が町内会活動に参加しやすくなるような取組」をモデル地域で実施す
るなど、持続可能なまちづくりに向けた発想の転換を図りたい。

役員の高齢化・担い手不足や、地域活動への参加者の減少が課題となっており、自治組織の継続的な活動が
困難となっている。持続可能な自治組織とするための方策を多方面から検討していただきたい。
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市町名 大学・高校等に期待する取組

熊野町

坂町

安芸太田町

世羅町

岩国市

周防大島町

和木町

上関町

平生町

浜田市

出雲市

飯南町

自治会の高齢化、小規模化が課題となっている自治会が増加しているため、効果的な自治会活動の活性化に
向けた取組を検討していただきたい。

役員の高齢化・担い手不足や、地域活動への参加者の減少が課題となっており、地域外の人の関わりが求め
られている。ゼミ等で学生が地域行事に参画していただくなど、効果的な取組を検討し、実践していただき
たい。

自治会等への新規加入者は減少し、高齢で役ができない等により脱退者も増えており、地域の担い手が減少
している。
大学生・高校生の若い人達の発想により、地域が元気になる施策について検討していただきたい。

人口減少社会の中での自治組織の集約化等について検討していただきたい。

役員の高齢化・担い手不足や人口減少、地域活動への参加者の減少により、自治組織の維持が困難となって
きている。
特に中山間地域における自治組織の今後の在り方について検討していただきたい。

役員の高齢化や担い手不足により、自治会の運営が困難となっている。若年層の自治組織運営への関与や地
域活動への参加促進により、担い手を増やす取組を検討していただきたい。

少子高齢化により、自治組織への参加者が減少するなど自治組織の活動継続が困難となっているので、その
解決策などを検討していただきたい。

役員や担い手不足はもとより、最近では自治会に加入することを拒否されるケースが目立つ。自治会を継続
するため、自治会に参加したくなる、共助が必要であることについて理解促進を図れるような取組を検討し
ていただきたい。

人口減少・高齢化が進んでいるため、年々自治組織への参加者は減少している。また、新型コロナウイルス
の影響により、活動を自粛していた組織が多く、そのまま活動を停止している組織もあり、地域コミュニ
ティ機能の維持が困難な状況になっている。
今後も自治組織を持続的に運営していくにあたって、効果的な取組を検討していただきたい。

老人クラブ役員の高齢化、新規加入者の減少により、会員数が減少している。定年退職後の地域活動への参
加を促すための取組について検討していただきたい。

若年層の減少は、地域の歴史や伝統文化の継承を困難にし、地域の祭りのような伝統行事が継続できなくな
るおそれがある。将来世代にわたる豊かな暮らしを実現するための施策を提案していただきたい。

自主組織のメンバーが固定化しており、組織全体の人数の減少及び高齢化が課題となっている。若い世代が
新規で加入するための取組を検討したいただきたい。
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